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手づくり台で「健康マージャン」を開始！

　宇治田原町老連では、今年度の新規事業として健康マージャンを始めました。

　まず７月の毎週火曜日に初心者や女性向けの教室を開催。初回には会員15人と一般高齢

者12人の計27人が参加し、うち22人が女性でした。

　使用される４台の麻雀卓は、銘城台老人クラブの竹島会長が手作りしたものです。今で

は「やすらぎ荘」で毎週１回開催し、麻雀卓も計８台に増えました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
今
日
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
で
き
る
限
り
長
く
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
や
「
新
地
域
支
援
事
業
」
等
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た「
通
い
の
場
」と
し
て
の
サ
ロ
ン
活
動
や
声
か
け
、安

否
確
認
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
介
護
予
防
や
生
活
支
援
の
「
担
い
手
」
と
し
て
、
そ
の
期
待
に
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
健
康
で
、
明
る
く
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
、
そ
の
活
動
を
地
域

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
５
ヵ
年
に
わ
た
る
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
は
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
ま
し
た
が
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
減
少
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、
役
員
の
な
り
手
が
な
く
や
む
を
得

ず
ク
ラ
ブ
を
解
散
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
組
織
を
あ
げ
て
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
休
会
の
防

止
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
後
継
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
会
員
全
体

の
６
割
を
占
め
る
女
性
の
方
々
が
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
至
る
前
段
階
の
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」
の
予
防
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
介
護
予
防

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
府
老
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
を
支
援
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
　
西
　
村
　
成
　
晴
　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

謹 賀 新 年 (一財)京都府老人クラブ連合会〈きらりクラブ京都〉

会
　
　
長
　
　
西
村
　
成
晴
（
八
 幡
 市
）

副
 会
 長
　
　
尾
瀬
　
　
崇
（
京
丹
後
市
）

 

森
島
　
秀
行
（
精
 華
 町
）

 

田
中
　
丈
夫
（
綾
 部
 市
）

 

栗
林
　
幸
子
（
亀
 岡
 市
）

 

武
藤
　
　
守
（
宇
 治
 市
）

常
務
理
事
　
　
中
川
　
　
剛
（
事
務
局
長
）

理
　
　
事
　
　
井
上
　
源
一
（
宇
 治
 市
）

 

山
本
　
　
淳
（
長
岡
京
市
）

 

喜
多
　
英
男
（
京
田
辺
市
）

 

塩
見
　
建
男
（
福
知
山
市
）

 

中
澤
　
義
久
（
南
 丹
 市
）

 

橋
本
　
俊
次
（
宮
 津
 市
）

 

西
森
　
敦
子
（
久
御
山
町
）

 

福
本
　
淳
子
（
八
 幡
 市
）

 

阿
部
百
合
子
（
笠
 置
 町
）

 

藤
田
千
佐
子
（
与
謝
野
町
）

 

藤
井
　
重
博
（
京
田
辺
市
）

 

中
森
　
啓
之
（
木
津
川
市
）

 

大
道
　
俊
樹
（
綾
 部
 市
）

 

糸
井
　
範
子
（
与
謝
野
町
）

監
　
　
事
　
　
和
田
　
栄
雄
（
笠
 置
 町
）

 

谷
　
　
義
治
（
南
 丹
 市
）

 

西
原
　
　
宏
（
与
謝
野
町
）
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京
都
府
知
事
　
西
　
脇
　
隆
　
俊
　

「
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
年
に
」

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
平
成
か
ら
令
和
へ
、
新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
令

和
と
い
う
元
号
に
は
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
府
と
し
て
、
府
内
の
多
様
な

地
域
文
化
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
務
め
を
改
め
て
自
覚
す
る
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
６
月
の
Ｇ
　
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、
９
月
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

20

議
）
京
都
大
会
、
そ
し
て
先
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
と
、
折
々
に

多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
世
界
中
か
ら
日
本
が
、
そ
し
て
京
都
が
注
目

さ
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
京
都
大
学
ご
出
身
の
吉
野
彰
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
２
年
連
続
で

京
都
ゆ
か
り
の
方
が
栄
誉
に
輝
く
と
い
う
大
変
う
れ
し
い
出
来
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
第
１
ス
タ
ジ
オ
の
放
火
に
よ
っ
て
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
る

と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
件
も
起
こ
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
な
お
治
療
を
続
け
て
お
ら
れ
る
方
々
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
被
害
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
京
都
夢
実
現
プ
ラ
ン
」
始
動

　
わ
れ
わ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
情
勢
を
見
渡
す
と
、
少
子
・
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
本
格

化
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
国
際
情
勢
の
変
化
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
も
直

接
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
多
く
の
課
題
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
京
都
府
で
は
昨
年
　
月
、
府
政
運
営
の
指
針
と

10

な
る
新
し
い
京
都
府
総
合
計
画
「
京
都
夢
実
現
プ
ラ
ン
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希
望
が
全
て
の
地
域
で
実
現
で
き
る
京
都
府
」

と
い
う
２
０
４
０
年
の
将
来
像
を
め
ざ
し
、
行
政
分
野
や
地
域
ご
と
の
具
体
的
な
取
組
方
策
等

を
定
め
た
も
の
で
す
。
府
民
の
皆
さ
ま
や
地
域
、
企
業
な
ど
と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
、
総
力

を
結
集
し
、
め
ざ
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
の
潜
在
力
を
生
か
す
た
め
に

　
本
年
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
２

０
２
０
」）
が
、
そ
し
て
来
年
に
は
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
機
運
の
中
、
府
内
初
と
な
る
専
用
球
技
場
「
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完

成
し
、
迫
力
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
同
ス
タ
ジ
ア
ム
を
京
都
府
中
北
部
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
地
域
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
関
西
一
円
を
元
気
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
東
京
２
０
２
０
の
開
催
に
合
わ
せ
、
日
本
の
美
を
体
現
す
る
「
日
本
博
」
が
文
化

庁
主
導
の
も
と
全
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
京
都
府
で
は
「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
１
６－

２
０
２
０
」
の
総
仕
上
げ
と
な
る
総
合
的
な
文
化
の
祭
典
を
開
催
す
る
ほ
か
、

２
０
２
１
年
度
を
目
途
と
す
る
文
化
庁
の
本
格
移
転
を
見
据
え
、
文
化
の
保
存
、
継
承
、
創
造
、

発
展
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
伝
統
産
業
と
そ
の
技
を
生
か
し
た
新
技
術
、
観
光
・
文
化
産
業
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
が

三
位
一
体
と
な
り
、
さ
ら
に
大
学
等
が
集
積
し
た
京
都
の
潜
在
力
を
大
い
に
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
京
都
経
済
百
年
の
計
と
な
る
「
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
」
を
核
に
、
起
業
か
ら

成
長
支
援
、
海
外
展
開
、
人
材
育
成
ま
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
続
け
る
事
業
環
境
の

創
造
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
に
、
新
し
い
時
代
へ

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
源
は
人
で
あ
り
ま
す
。
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
進
め
て
き
た
「
子
育

て
環
境
日
本
一
」
の
実
現
に
向
け
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
平
均
並
み
の
合
計
特
殊
出
生
率

を
達
成
す
る
べ
く
「
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目
標
の
達
成

は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
水
滴
石
を
穿
（
う
が
）
つ
」
と
申
し
ま
す
通
り
、
粘

り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
十
二
支
の
始
め
で
あ
る
子
（
ね
）
年
。『
漢
書
』
律
暦
志
に
よ
る
と
、
新
し
い
生

命
が
種
子
の
中
に
萌
（
き
ざ
）
し
始
め
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し

い
年
を
、
府
内
全
て
の
地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
誇
り
を
持
て
る
、
新
し
い
時
代
の
京
都
を
築
き

上
げ
る
た
め
の
第
一
歩
と
す
る
た
め
、
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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 式
　
典
 

　
式
典
で
は
、
西
村
府
老
連
会
長
が
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
す
え

て
、
健
康
づ
く
り
を
基
本
に
高
齢
者
同
士
に
よ
る
支
え
合
い
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
、
京
都
府
知
事
か
ら
「
育
成
功
労
者
表
彰
」「
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
表
彰
」
が
、
ま
た
、
府
老
連
会
長
か
ら
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
田
中
英
夫
京
都
府
議

会
議
長
か
ら
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
や
温
か
い

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
梅
田
豊
則
さ
ん
（
京
丹
後
市
老
連
）
が
謝
辞

を
述
べ
、
最
後
に
栗
林
府
老
連
副
会
長
が
、
５
項
目
の
実
践
を
誓
っ
た

大
会
宣
言
を
朗
読
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
第
　
回
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、　

月
　
日
、
ハ
ー
ト
ピ

40

10

11

ア
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
節
目
と
な
る
　
回
大
会
は
、
西
脇
知
事
、
田
中
府
議
会
議
長
の

40

ご
臨
席
の
も
と
、
２
３
３
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西村会長開会あいさつ

大会宣言
１．健康寿命をのばす「健康づくり活動」、支え
合う「友愛活動」の充実
１．高齢者の暮らしを支え合う「新地域支援事
業」への参画
１．老人クラブ「会員増強運動」のさらなる推
進
１．「特殊詐欺」等の被害を防止する取り組みの
強化
１．魅力あるクラブづくりと後継者・次世代リー
ダーの養成

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　
 講
演
会
Ⅰ
 

　
午
後
の
講
演
会
で
は
、
京

都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
の
内
山

事
務
局
次
長
か
ら
「
あ
な
た

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の

備
え
」
と
題
し
て
講
演
。

　
「
京
都
府
高
齢
者
情
報
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ

た
介
護
や
住
ま
い
、
金
銭
な

ど
に
関
す
る
様
々
な
事
例
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
後
に
役
立
つ
事
例
ば
か

り
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

栗林副会長「大会宣言」

ＳＫＹセンター内山次長の講演

田中府議会議長 西脇知事
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京
都
府
知
事
表
彰
受
章
者
 

 
育
成
功
労
者
（
　
名
）

15

　
坂
　
本
　
準
　
子
 

（
宇
 治
 市
）

　
永
　
井
　
　
　
隆
 

（
宇
 治
 市
）

　
坂
　
野
　
　
　
晃
 

（
向
 日
 市
）

　
辻
　
　
　
清
　
和
 

（
長
岡
京
市
）

　
日
　
垣
　
婦
美
子
 

（
八
 幡
 市
）

　
小
　
西
　
利
　
男
 

（
八
 幡
 市
）

　
久
　
保
　
清
　
志
 

（
京
田
辺
市
）

　
岡
　
西
　
義
　
久
 

（
久
御
山
町
）

　
田
　
中
　
丈
　
夫
 

（
綾
 部
 市
）

　
河
原
林
　
忠
　
雄
 

（
亀
 岡
 市
）

　
河
　
井
　
美
智
子
 

（
亀
 岡
 市
）

　
谷
　
　
　
義
　
治
 

（
南
 丹
 市
）

　
梅
　
田
　
豊
　
則
 

（
京
丹
後
市
）

　
和
久
田
　
妙
　
子
 

（
伊
 根
 町
）

　
永
　
濱
　
　
　
茂
 

（
伊
 根
 町
）

 
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
２
ク
ラ
ブ
）

　
柿
ヶ
谷
睦
会
 

（
八
 幡
 市
）

　
田
井
喜
楽
会
 

（
久
御
山
町
）

京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
 

 
育
成
功
労
者
 

　
名
30

 
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
 

　
ク
ラ
ブ

12

 
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

 

（
７
ク
ラ
ブ
・
４
老
連
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
 

 
活
動
賞
　
今
福
福
寿
会（
宮
津
市
）　

 
特
別
賞

 
　
宇
治
田
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

府　老　連　報　告

　
 講
演
会
Ⅱ
 

　
続
い
て
、
ア
マ
デ
ウ
ス
音
楽
院
付
属
笑
学
校
校
長

の
ア
マ
デ
ウ
ス
大
西
氏
に
よ
る
「
心
の
豊
か
さ
が
本

物
の
笑
顔
に
な
る
」
と
題
し
た
ピ
ア
ノ
＆
お
笑
い

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
先
生
の
軽
妙
な
話
術
と
エ

レ
ク
ト
ー
ン
で
会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
音
楽
と
笑
顔
に
勝
る
ク
ス
リ
は
な
し
」
を
実
感

し
た
講
演
で
し
た
。

　
 閉
　
会
 

　
大
会
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
全

員
が
立
ち
上
が
り
、

「
青
い
山
脈
」
を

み
ん
な
で
合
唱
。

　
最
後
に
田
中
副

会
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
大
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

■
誰
で
も
楽
し
め
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
近
年
、
多
く
の
市
町
村
で
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
競
技
種
目
で

も
あ
る
知
的
脳
活
ゲ
ー
ム
で
、
認
知
症

予
防
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
八
幡
市
老
連
で
は
、
毎
月
６
回
、
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
約
　
人
が
参

40

加
し
、
麻
雀
卓
も
順
次
追
加
し
て
　
台
17

に
な
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
１
時
間
半
を
２
回
、
メ
ン

バ
ー
を
変
え
て
対
戦
。
最
近
は
女
性
の

メ
ン
バ
ー
も
約
　
名
と
増
え
て
き
ま
し

12

た
。
　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
通
じ
て
、
こ
れ

ま
で
　
名
の
方
が
会
員
に
な
り
、
会
員

15

増
強
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
年
２
回
の
大
会
が
あ
り
、
前
回
は
女

性
の
山
本
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。八幡市老連で

アマデウス大西氏
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府　老　連　報　告

 

　
借
上
バ
ス
で
８
時
半
に
京

都
を
出
発
し
、
兵
庫
県
民
会

館
に
到
着
。

　
ま
ず
、
中
村
美
津
子
兵
庫

県
老
連
会
長
か
ら
女
性
会
長

と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
村
会
長
か
ら
、
①
全
国
で
都
道
府
県
の
女
性

会
長
は
３
名
の
み
で
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
出
会
い
や
人
間
関
係
が
広
が
っ
た
こ
と
、

②
女
性
は
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
、
会
も
な
ご
や
か
に
な
る

の
で
も
っ
と
前
に
出
る
べ
き
、

③
一
方
、
現
在
の
役
職
者
は
次
の
後
継
者
を
育
て

て
お
く
こ

と
が
何
よ

り
大
切
、

な
ど
、
貴

重
な
お
話

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

中
村
会
長
の
講
話

 　
兵
庫
県
か
ら
小
森
副
会
長
、
京
都
府
か
ら
は
八

幡
市
老
連
の
福
本
副
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動

状
況
を
報
告
。

　
ま
た
、
福
知
山

市
老
連
の
荻
野

さ
ん
と
大
谷
さ

ん
よ
り
、
新
聞
紙

を
再
利
用
し
た

エ
コ
バ
ッ
ク
の

作
り
方
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

 　
兵
庫
県
の
本
山
事
務
局
長
の
名
ガ
イ
ド
の
も
と
、

神
戸
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
神
戸
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
」「
ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
」「
菊
政
宗

酒
造
記
念
館
」

を
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
京

都
で
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
兵

庫
・
京
都
の
相

互
訪
問
を
確
認

し
て
、
有
意
義

で
楽
し
い
１
日

を
終
え
ま
し
た
。

両
府
県
の
取
組
状
況

神
戸
市
内
を
視
察

　
　
月
　
日
に
、
京
都
府
と
兵
庫
県
老
連
の

11

20

女
性
委
員
が
、
神
戸
市
内
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
か
ら
は
中
村
会
長
は
じ
め
８
名
、

京
都
府
か
ら
は
女
性
委
員
と
事
務
局
　
名
が

19

参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

女性
委員会

■
研
修
の
内
容

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
健
康
づ
く
り
」
と

「
支
え
合
い
活
動
」
を
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
、
今
回
か
ら
総
合
的
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て

①
健
康
づ
く
り
、
②
地
域
支
え
合
い
、

③
事
例
発
表
、
④
グ
ル
ー
プ
学
習
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
特
に
健
康
で

は
、
こ
れ
か
ら
は
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
」
が
重
要
と
の
お
話
で
し
た
。

■
参
加
し
て

　
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
知
識
を
一
通
り

得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
全
国
の
皆

さ
ん
と
も

交
流
が
で

き
、
本
当

に
勉
強
に

な
り
ま
し

た
。
　
学
ん
だ

こ
と
を
こ

れ
か
ら
の

活
動
に
役

立
て
た
い

と
思
い
ま

す
。 　

全
老
連
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
　
月
12

　
日
～
　
日
に
東
京
の
全
国
社
会
福

12

13

祉
協
議
会
「
灘
尾
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
　
名
の
参
加
が

130

あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
健
康
づ
く
り
や
地

域
支
え
合
い
の
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

亀岡市老連　副会長　林　　昭

全老連「健康づくり・生活支援セミナー」に参加して
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午
前
　
時
、
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
バ
ス
タ
ー
ミ

11

ナ
ル
ま
で
歩
い
て
集
合
。

　
北
部
組
は
丹
後
大
宮
～
綾
部
と
順
次
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
乗
車
し
、
計
　
市
町
村
か
ら
参
加
が

18

あ
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
ま
ず
は
隣

の
県
庁
屋
上
か

ら
奈
良
公
園
の

絶
景
を
一
望
し
、

い

よ

い

よ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
始
。

奈
良
公
園
に
集
合

 　
当
日
は
秋
晴
れ
の
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和

で
、
東
大
寺
～
二
月
堂
～
若
草
山
へ
と
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
　
最
高
齢

は
綾
部
市

の
田
中
会

長
で
　
歳
。

87

　
代
が
３

80名
の
綾
部

チ
ー
ム
は

春
日
大
社

ま
で
足
を

の
ば
し
、

約
２
時
間

の
コ
ー
ス

を
見
事
完

走
し
ま
し
た
。

 　
１
時
半
に
若
草

山
ふ
も
と
の
三
笠

観
光
会
館
に
再
度

集
合
し
、
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
楽

し
く
昼
食
。

　
他
の
市
町
村
の

若
手
の
皆
さ
ん
と

和
や
か
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

東
大
寺
　
～
　
若
草
山
へ

昼
食
（
交
流
会
）

 地
域
文
化
伝
承
館
 

　
市
内
の
「
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
」
で

は
県
内
　
の
老
人
ク
ラ
ブ
等
か
ら
地
域
に
伝

14

わ
る
工
芸
品
な
ど
が
展
示
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
民
謡
や
踊
り
が
あ
り
、
広
川
町
老
連

の
寸
劇
「
稲
む
ら
の
火
」
で
は
、
大
地
震
の

津
波
か
ら
村
人
を
救
う
た
め
、
自
分
の
稲
田

を
燃
や
し
て
、
村
人
を
避
難
さ
せ
た
実
話
に
、

大
変
感
動
し
ま

し
た
。

 総
合
閉
会
式
 

　
京
都
府
選
手

団
を
代
表
し
て

森
島
副
会
長
が

旗
手
と
し
て
登

壇
。「
が
ん
ば
れ

　
前
畑
秀
子
物

!!語
」
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
、

次
回
開
催
の
岐

阜
か
ら
は
「
美

濃
歌
舞
伎
」
が

披
露
さ
れ
る
な

ど
、
す
ば
ら
し

い
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
り
ま
し
た
。

参加報告　府老連　武藤副会長

　
　
月
　
日
に
、「
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修

11

15

会
」
と
し
て
、「
秋
の
大
和
路
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
開
催
。

　
若
手
委
員
を
は
じ
め
　
名
が
参
加
し
、

64

秋
晴
れ
の
中
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
あ
ふ
れ
る
情
熱
、
は
じ
け
る
笑
顔
」
を

テ
ー
マ
に
　
月
９
日
～
　
日
ま
で
、「
全
国
健

11

12

康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会
」
が
開
催
。

　
府
老
連
か
ら
は
、　

月
　
日
・
　
日
に
森

11

11

12

島
副
会
長
（
精
華
町
）
と
武
藤
副
会
長
（
宇

治
市
）
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

若手
委員会

綾部チーム
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　府内市町村では、新地域支援事業の取組として住民参加型の「介護
予防事業」や「サロン活動」が実施されています。
　その中でも、老人クラブが主体となって運営している先進的な取組
事例を紹介します。

　
舞
鶴
市
で
は
、
地
域
の
介
護
予
防
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
運
動
指
導
員
を
派
遣
す
る
「
サ
ロ
ン
　
（
で
）

de

す
と
れ
っ
ち
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、　

を
超

100

え
る
団
体
で
取
り
組
ま
れ
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
匂
崎
乙
礁
会
」
で
は
、
月
２
回
の
健
康
体
操
の
名

称
で
親
し
ま
れ
、ま
た
、「
福
来
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」で

は
、
体
操
の
ほ
か
、
舞
鶴
日
赤
病
院
や
市
の
保
健
師
さ

ん
か
ら
健
康
に
関
す
る
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
月
４
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
講
師
を
依
頼
す
る
な
ど
、
サ
ロ
ン
の
内

容
を
老
人
ク
ラ
ブ
で
企
画
し
て
、
主
体
的
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
今
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
中
心
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

 

（
市
老
連
　
小
和
田
宏
子
）

舞鶴市老連　「サロンde（で）すとれっち」

　
高
齢
に
な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
地
域
で
楽
し
く
生
活

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
「
そ
こ
に
行
け
ば
何
で
も
話

せ
る
。
悩
み
や
、
教
え
て
欲
し
い
こ
と
も
、
そ
し
て
お

喋
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
も
出
来
る
」
そ
ん

な
目
的
で
「
気
軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
」
を
ク
ラ
ブ
女

性
役
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
活
動
は
全
て
当
日
の
参
加
者
で
運
営
。
月
に

１
回
、
会
場
は
自
治
会
の
協
力
で
無
料
。
当
日
何
を
し

た
い
か
自
分
で
決
め
る
。
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る

何
で
も
あ
り
の
会
で
す
。

　
①
　
お
喋
り
す
る
こ
と

　
②
　
自
分
に
見
合
っ
た
折
紙
や
押
絵
な
ど
、
モ
ノ
づ

く
り
で
完
成
さ
せ
る
こ
と

　
③
　
出
来
な
い
人
へ
の
手
助
け

　
④
　
周
囲
を
見
て
座
席
移
動
な
ど
で
孤
立
化
を
防
ぐ

　
⑤
　
欠
席
者
や
地
域
の
高
齢
者
の
情
報
収
集

　
当
日
の
材
料
費
な
ど
の
経
費
は
個
人
負
担
で
す
。

　
悠
友
ク
ラ
ブ
と
の
つ
な
が
り
は
ク
ラ
ブ
女
性
役
員
が

し
て
い
ま
す
。 

（
市
老
連
　
酒
井
和
子
）

亀岡市老連　亀岡悠友クラブの「女子会サロン」
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市 町 村 老 連 だ よ り

　
向
日
市

　
　
人
　
　
口
　
　
５
７
，５
６
３
人

　
　
ク
ラ
ブ
数
　
　
　28

　
　
会
 員
 数
　
　
１
，１
５
１
人

　
　
　
歳
以
上
加
入
率
　
　
％

65

7.5

　■
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
全
員
集
合
！

　
向
日
市
老
連
で
は
毎
年
恒
例
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
大
運
動
会
）
を
開
催
し
、
今
年

で
　
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

40
５
０
０
名
と
会
員
の
約
半
数
が
集
合
。
毎

回
、
大
き
な
歓
声
で
大
変
な
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
な

か
な
か
会
え

な
い
仲
間
が

集
い
、
今
回

も
昔
話
し
に

花
が
咲
い
た

よ
う
で
す
。

 

■
「
レ
デ
ィ
ー
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

　
市
老
連
は
特
に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、

春
と
秋
の
年
２
回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
ワ
ナ
ゲ
大

会
、
さ
ら
に
は
ペ
タ
ン
ク
大
会
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
行
事
が
目
白
押
し
。

　
中
で
も
今
年
か
ら
は
年
２
回
、
女
性
の

み
の
「
レ
デ
ィ
ー
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
非
会
員

の
方
を
含
め

て
、
毎
回
　60

名
近
い
参
加

者
が
あ
り
、

お
し
ゃ
べ
り

も
し
な
が
ら
、

日
ご
ろ
の
腕

を
競
っ
て
い

ま
す
。

■
広
報
活
動
で
会
員
増
強

　
１
０
，
０
０
０
人
会
員
増
強
運
動
で
は
、

特
に
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
敬
老
会
で
配
布
し
た

り
、
市
内
の
各
地
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

た
り
、
向
日
市
の
広
報
誌
で
特
集
記
事
を

組
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
で

活
動
を
Ｐ
Ｒ
。

　
事
務
局
に
連
絡
が
あ
れ
ば
、
単
位
ク
ラ

ブ
の
会
長
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
、
積
極
的

に
勧
誘
し
て
い
ま
す
。 

 

（
事
務
局
　
辻
中
）

　
与
謝
野
町
　

　
　
人
　
　
口
　
　
２
１
，５
７
３
人

　
　
ク
ラ
ブ
数
　
　
　32

　
　
会
 員
 数
　
　
２
，０
１
７
人

　
　
　
歳
以
上
加
入
率
　
　
％

65

26

　
与
謝
野
町
老
連
は
、
平
成
　
年
に
旧
３
町

18

が
合
併
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
活
動
は
こ
れ

ま
で
の
つ
な
が
り
も
あ
り
、
岩
滝
、
野
田
川
、

加
悦
の
旧
町
単
位
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
シ
ー
サ
イ
ド
サ
ロ
ン
あ
そ（
岩
滝
長
寿
会
）

　
天
橋
立
を
望
む
「
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
」
に
、
若
手
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
５
年

前
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
シ
ー
サ
イ
ド
サ
ロ
ン

あ
そ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
園
児
や
中
学
校
、
歌
声
サ
ロ
ン
な
ど
の
音

楽
か
ら
、
絵
画
・
俳
句
な
ど
の
展
示
、
地
元

の
野
菜
や
手
づ
く
り
弁
当
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、

毎
月
１
回
開
催
。

今
で
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者

ま
で
町
民
み
ん

な
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

 

■
シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
野
田
川
老
連
）

　
野
田
川
で
は
、
毎
年
恒
例
の
「
シ
ル
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
開
催
。　

名
の
会
員
が

220

参
加
し
、　

ｍ
競
争
や
風
船
割
り
、
鯛
釣
り
、

40

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
玉
入
れ
、

宅
配
リ
レ
ー
な

ど
　
種
類
に
及

15
び
ま
す
。
終
日
、

大
き
な
歓
声
の

中
、
秋
の
大
運

動
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

■
６
種
競
技
（
加
悦
老
連
）

　
加
悦
で
は
、
毎
年
秋
に
「
健
康
を
楽
し
む

一
日
」
と
し
て
６
種
競
技
を
開
催
。

　
参
加
者
は
約
　
名
で
、
ワ
ナ
ゲ
、
グ
ラ
ウ

150

ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
ダ
ー

ツ
、
囲
碁
ボ
ー

ル
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム

の
６
種
類
で
、

入
賞
め
ざ
し
て

皆
さ
ん
真
剣
そ

の
も
の
。
今
年

も
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
　
上
田
）

向
日
市

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

与
謝
野
町

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
原
田
　
紘
武

 

会
長
　
西
原
　
　
宏
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◆
式
　
典

　
全
老
連
会
長
表
彰
で
は
、
尾
瀬
崇
府
老
連
副

会
長
が
育
成
功
労
者
に
、
八
幡
市
南
ヶ
丘
老
人

ク
ラ
ブ
が
優
良
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
会
長
の
木
崎

治
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
・
　
日
に
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
「
第
　

11

26

27

48

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
全
国
か
ら
約
２
，
４
０
０
名
、
府
老
連
か
ら

は
西
村
会
長
を
は
じ
め
　
名
（
男
性
　
名
、
女
性
３
名
）

14

11

が
参
加
し
ま
し
た
。

全　老　連　報　告

全
老
連
会
長
表
彰
受
章
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
南
ヶ
丘
老
人
ク
ラ
ブ
（
八
幡
市
）

○
育
成
功
労
者

　
尾
瀬
　
崇
　
府
老
連
副
会
長
（
京
丹
後
市
）

◆
第
２
部
会
　

　
「
高
齢
者
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
」

　
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
や
生
活
支
援
な
ど
、

３
つ
の
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
部
会
　
「
演
じ
る
活
動
」

　
民
謡
や
舞
踊
、
寸
劇
、
日
頃
の
活
動
状
況
な

ど
、
舞
台
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
 第
２
日
目
　
講
演
 ・
 
式
典
 

◆
講
　
演

　
「
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
の
歴
史
」

　
 東
角
井
真
臣
権
宮
司
　
氏

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
「
新
聞
紙
に
よ
る
彩
の
国

　
　
伝
統
絵
巻
」

　
 埼
玉
県
川
口
市
老
連

　
 さ
し
ま
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　
 第
１
日
目
　
活
動
交
流
部
会
 

◆
第
１
部
会

　
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
」

　
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
の
山
本
会
長
が
「
健
康
づ
く
り
推
進

員
を
核
に
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
」
と
題
し
て
事
例
発
表
。
ま
た
、

中
川
事
務
局
長
が
座
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
山
本
会
長
か
ら
は
、
①
全
老
連
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
を
機
に
、
徹
底
し
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
、
②
「
健
康
づ
く

り
推
進
員
を
全
単
位
ク
ラ
ブ
に
！
」
を
合
言
葉
に
５
ヵ
年
で
　
名
92

の
推
進
員
を
養
成
、
③
こ
の
結
果
、
会
員
も
こ
の
２
年
間
で
　
名
370

も
増
加
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
大
変

す
ば
ら
し
い
取
組
」
と
質
疑
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
第
１
分
科
会
で
は
、
行
政
や
専

門
的
に
関
わ
る
人
と
の
協
調
・
協

働
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
助
言

者
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
の
予
防
」
で
は
、

「
運
動
」「
栄
養
」
に
加
え
「
社
会
参
加
」

と
い
う
、
人
と
の
関
わ
り
が
非
常
に
大
切

で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
福
知
山
市
老
連
　
松
尾
　
祥
弘
） 

　
第
２
分
科
会
で
は
、
多
様
な
「
生
活
支

援
」
多
様
な
「
通
い
の
場
づ
く
り
」
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
、
地
域
の
関
係
者
や
関

係
機
関
と
の
連
携
の
状
況
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

　
私
の
地
域
で
も
自
治
会
長
や
民
生
委
員
、

諸
団
体
等
に
呼
び
か
け
「
地
域
力
」
で
支

え
合
い
の
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
変
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

 

（
舞
鶴
市
老
連
　
寺
島
　
均
江
）

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

参加者
の声

事例発表　山本会長
座長　中川事務局長

川口市老連
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今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
女
性

委
員
会
の
事
業
も
有
意
義
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
は
、
今

年
度
は
５
年
ぶ
り
に
バ
ス
で
の
研
修
旅
行
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
活
動
発
表
や
施
設
め
ぐ

り
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
の
女
性
委
員
会
と
初
め
て
意
見
交

換
し
、
一
緒
に
施
設
見
学
を
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

バ
ス
の
中
で
存
分
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
楽
し
く
交

流
が
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
出
会
い
や
気
づ
き
を
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
総
務
・
女
性
委
員
　
栗
林
）

編
集
後
記
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